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再発見！再発見！25群馬の魅力 群馬の魅力 ぐ
んま
ちゃんの

　群馬の特産「ギンヒカリ」と「ハコスチ」は、どちらも長い時間を
かけて県が開発したニジマスです。
　上品な味が自慢の「ギンヒカリ」は、きめが細かく滑らかな舌触り
と身の締まった歯応えの良さが特徴です。また低脂肪・高タンパク質で、
人の体に必須の脂肪酸であるＤＨＡ（ドコサヘキサエン酸）やＥＰＡ（エ
イコサペンタエン酸）が多く含まれています。
　群馬のおもてなし料理として、ホテルや旅館などで提供され、好評
を得ています。
　一方「ハコスチ」は、釣り人が求める強い引きと美しい姿形を併せ
持つ、遊漁用として日本で初めて開発されたニジマスです。
　パワー、スピード、スタミナと
三拍子そろった魚として、釣り人
から高い評価を得ています。
　28年１月に商標登録され、ます
ます注目度が高まっている中で、
県では「ハコスチ」をブランド魚
として定着させるため増産に取り
組んでいます。
　群馬が誇る「ギンヒカリ」と「ハ
コスチ」にぜひ注目してください。

「味自慢と引き自慢！」ぐんまのブランド魚

  県庁広報課（☎027-897-2695　　 027-243-3600）FAX問
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日
本
絹
の
里
企
画
展
「
能
装
束

  

で
み
る
群
馬
の
能
」＊

会
期　

７
月
10
日
㈪
ま
で

※

火
曜
日
休
館

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

会
場　

県
立
日
本
絹
の
里（
高
崎
市
金
古
町
）

内
容　

能
は
、
室
町
時
代
に
観
阿
弥
・
世

阿
弥
の
父
子
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
、
６
０

０
年
以
上
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
が
誇

る
舞
台
芸
術
で
す
。
県
内
の
能
に
関
す
る

歴
史
を
基
に
、
舞
台
を
彩
っ
た
優
雅
な
能

装
束
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

関
連
行
事

【
体
験
「
能
入
門
　
謡
と
仕
舞
」】

日
程　

６
月
11
日
、25
日
、７
月
９
日
（
い

ず
れ
も
日
曜
日
）

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

内
容　

能
の
せ
り
ふ
と
コ
ー
ラ
ス
部
分
を

独
自
の
節
に
合
わ
せ
て
歌
う
「
謡
」
や
能

の
舞
の
見
せ
場
と
な
る
部
分
を
抜
き
出
し
、

装
束
を
付
け
ず
に
演
じ
る
「
仕
舞
」
を
体

験
し
ま
す

講
師　

大
槻
崇
充
（
能
楽
師
）

対
象　

中
学
生
以
上
の
人

定
員　

各
25
人
（
先
着
順
）

【
講
演
「
萩
原
朔
太
郎
と
ブ
ル
ー
ノ
・
タ

ウ
ト
が
愛
し
た
能
」】

期
日　

６
月
17
日
㈯

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

内
容　

本
県
ゆ
か
り
の
萩
原
朔
太
郎
、
ド

イ
ツ
人
の
建
築
家
で
あ
る
ブ
ル
ー
ノ
・
タ

ウ
ト
と
能
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
話
し
ま
す

講
師　

手
島
仁
（
前
橋
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ

観
光
部
参
事
）

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

【
講
演
「
風
姿
花
伝
を
読
む
」】

期
日　

６
月
18
日
㈰

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

内
容　

室
町
時
代
に
世
阿
弥
が
能
の
理
論

書
と
し
て
記
し
た
「
風
姿
花
伝
」
を
読
み

解
き
ま
す

講
師　

下
平
克
宏
（
能
楽
師
）

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

【
共
通
事
項
】

費
用　

無
料

※
観
覧
料
が
掛
か
り
ま
す

観
覧
料　

一
般
＝
４
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　

電
話

　

・　
　

☎
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０

　
　

０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
１

  

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

  

最
新
情
報
展
「
よ
み
が
え
っ
た

  

江
戸
時
代
の
村

－

天
明
三
年
浅

  

間
泥
流
下
の
発
掘
調
査
か
ら

－

」

会
期　

９
月
３
日
㈰
ま
で

※

土
曜
日
・
祝
日
休
館

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は

４
時
30
分
ま
で
）

会
場　

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
発

掘
情
報
館
（
渋
川
市
北
橘
町
）

内
容　

浅
間
山
の
噴
火
に
伴
う
泥
流
で
埋

没
し
た
遺
跡
の
調
査
成
果
を
基
に
、
江
戸

時
代
の
村
の
様
子
に
つ
い
て
探
り
ま
す

関
連
行
事

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

・
期
日　

７
月
２
日
㈰

 

・
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

 

・
内
容　

展
示
資
料
に
つ
い
て
、
当
館
職

員
が
解
説
し
ま
す

 

・
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

 

・
費
用　

無
料

 

・
申
し
込
み
方
法　

当
日
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い

観
覧
料　

無
料

　
　

☎
０
２
７
９
・
５
２
・
２
５
１
３　

　

０
２
７
９
・
５
２
・
２
９
０
４

  

ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

  「
ギ
ボ
ウ
シ
展
」＊

会
期　

６
月
10
日
㈯
〜
８
月
20
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
園
は

４
時
30
分
ま
で
）

会
場　

ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
（
前
橋

市
柏
倉
町
）

内
容　

約
50
品
種
・
70
点
の
ギ
ボ
ウ
シ
を

展
示
し
ま
す

入
園
料　

一
般
＝
７
０
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

　
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
１
１

８
７
・
３
８　
　

０
２
７
・
２
８
３
・
８

３
８
９

  

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
館
長
講

  

座
「
こ
と
ば
を
め
ぐ
っ
て
」

日
程　

６
月
15
日
、
９
月
21
日
、
12
月
21

日
、
30
年
３
月
15
日
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

時
間　

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
45
分

会
場　

県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高

崎
市
保
渡
田
町
）

内
容　

方
言
研
究
を
専
門
と
す
る
講
師
が

自
ら
行
っ
た
調
査
な
ど
を
基
に
「
こ
と
ば
」

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
講
演

し
ま
す

講
師　

篠
木
れ
い
子
（
当
館
館
長
）

定
員　

各
１
５
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は
事
前
に
来
館

※

定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
当
日
も
受

け
付
け
ま
す

　

・　
　

☎
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
１

　
　

０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
５

  

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館

「
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」

期
日　

６
月
18
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館

（
太
田
市
長
手
町
）

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
お
も
ち
ゃ
の

お
医
者
さ
ん
」
が
壊
れ
て
使
え
な
く
な
っ

た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
ま
す

※

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
使
う
お
も

ち
ゃ
で
、
１
家
族
２
個
ま
で

※

玉
が
飛
び
出
す
、
火
を
使
う
な
ど
の
危

険
な
お
も
ち
ゃ
は
扱
え
ま
せ
ん

費
用　

無
料

※

部
品
を
交
換
す
る
場
合
な
ど
に
は
、
実

費
が
掛
か
り
ま
す

申
し
込
み
方
法　

当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

　
　

☎
０
２
７
６
・
２
５
・
０
０
５
５　

　

０
２
７
６
・
２
５
・
０
０
５
９

  

自
然
史
博
物
館
サ
イ
エ
ン
ス
・

  

サ
タ
デ
ー
「
光
る
ス
ラ
イ
ム
を

  

つ
く
ろ
う
」

期
日　

６
月
24
日
㈯

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
（
受
け
付
け
は

１
時
30
分
か
ら
）

会
場　

県
立
自
然
史
博
物
館
（
富
岡
市
上

黒
岩
）

内
容　

自
然
界
に
は
、
暗
闇
で
体
か
ら
光

を
発
生
す
る
発
光
生
物
と
い
う
生
き
物
が

い
ま
す
。
発
光
生
物
に
つ
い
て
学
習
し
た

後
、
蓄
光
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
ス
ラ
イ
ム

を
作
り
ま
す

講
師　

当
館
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象　

小
学
生
以
上
の
人

※

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
し
込
み
方
法　

当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

　
　

☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０　

　

０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
５
０  

美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（☎027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます

江戸時代に使われていた鍋ややかん

園内に咲くギボウシ

ボランティアによるおもちゃの修理

暗闇で光るスライム

金地枝垂桜鳳凰蝶文様唐織


